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① BIA (ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｲﾝﾊﾟｸﾄ分析)
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港湾事業継続マネジメントのための分析手順

重要機能の
最大機能停
止時間決定

運営資源の復旧方法の検討

港湾BCMの基本方針→港湾の特性、

地域における役割、機能継続の優先順位 等
脅威の特定・評価
→例えば、ﾘｽｸ・ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞの手法等

港湾物流に対する脅威の発見

重要機能の特定

重要な業務活動に必要な
運営資源の抽出

資源の相互依存性抽出
機能復旧目標
時間／水準
（RTO/RLO ）の
決定

ﾘｽｸ対応計画の
作成

② RA （ﾘｽｸ・ｱｾｽﾒﾝﾄ）

港湾利用者の被害・
復旧過程の推定
→荷主企業等の操
業停止、復旧ｼﾅﾘｵ、
船社ｻｰﾋﾞｽの回復過
程等の推定

港湾機能の脆弱
性評価

→電力等供給系，
港湾施設、ITｼｽﾃ
ﾑ，要員等の運営
資源の被害ｼﾅﾘｵ
の作成

BCPとしての成文化
(実施体制、具体の行動計画、訓練、計画

のPDCAｻｲｸﾙ等を含む）

ﾎﾞﾄﾙﾈｯｸ資源の発見

NO
Yes

資源の復旧予想時間・水準 (PRT/PRL) 
の推定

供給側ｱﾌﾟﾛｰﾁ

③ リスク対応戦略

1

重要機能を構成する重
要な業務活動の抽出

Copyright ©2013 K. ONO All Rights Reserved.

RTOと PRT
の比較等

需要側ｱﾌﾟﾛｰﾁ

PRT/PRL
再評価



BIAの考え方と重要機能

視点 インパクト又は脅威
ｺﾝﾃﾅ･ﾀｰﾐﾅ

ﾙ運営
多目的ターミ

ナル運営
旅客船ターミ

ナル運営
・・・・

将来発展性
港湾貨物量、旅客数、企業立地等
の将来の港勢の伸びに悪影響。

A B B ‐

国際競争力
近隣港湾や陸上輸送網との競争力
を喪失。

A B C ‐

市場シェア 近隣港湾との集荷競争力の喪失。 A B C ‐

顧客の信頼性 荷主、船社の信頼性の喪失。 A A C ‐

8 5 1 ‐

特定 非特定 非特定 ・・・・

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞの基準(例) 対象業務の評価

総得点

BCPの重要機能としての特定/非特定

影響度: A=高い [2点], B=普通 [1点], C=低い [0点])

考え方の基本

１．顧客重視：ｻｰﾋﾞｽの停止に対する顧客の受忍の限度を知り、ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｲﾝﾀﾚｽﾄに的確に応
えることによって顧客をつなぎとめ、又は新たなﾋﾞｼﾞﾈｽを開拓。

２．透明性の確保：重要業務の内容・手順や必要資源、隘路等の分析の「可視化・見える化」

３．現場からﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄまでの広範な参画： 現場責任者等 ← 現場の知見・意見の反映
ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの決定 ← 経営方針・権限移譲

重要機能の決定



ｽﾃｯﾌﾟ 1: 重要機能のｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ
→作業ｼｰﾄ 01

ｽﾃｯﾌﾟ2: 重要機能を構成する
業務活動の抽出
→作業ｼｰﾄ 02

ｽﾃｯﾌﾟ3: 重要機能に必要な資
源の抽出(注1) →作業ｼｰﾄ03

ｽﾃｯﾌﾟ4: 業務活動に必要な資

源の分類 →作業ｼｰﾄ04

ｽﾃｯﾌﾟ5: 資源の供給者の確認
、他の資源への依存性の抽出
→作業ｼｰﾄ05

ｽﾃｯﾌﾟ7: 重要機能の最大機能停止時
間(MTPD)並びに目標機能回復時間及
び回復水準 (RTO/RLO)の決定→作業ｼｰﾄ07

機能回復要請ﾚﾍﾞﾙの評価 →作業ｼｰﾄ08

ｽﾃｯﾌﾟ6: 業務活動にｲﾝﾊﾟｸﾄ

を与える恐れのある資源(注2)

のﾘｽﾄｱｯﾌﾟ →作業ｼｰﾄ06

港湾物流のﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｲﾝﾊﾟｸﾄ分析
（Business Impact Analysis）

業務ﾌﾛｰの分析
(仕事ｶｰﾄﾞ、 IDEF0 手
法等) 

ﾘｽｸ対応計画策定
BCPとしての文書化
ﾘｽｸ対応計画策定
BCPとしての文書化

Copyright ©2013 K. ONO All Rights Reserved.

リスク・アセスメント

注1：業務活動に直接用いられる資源及び制御に必要な資源(直接資源)。
注2：上記に加えて、上記資源が依存するその他の資源（間接資源）を含む。

業務ﾌﾛｰから抽出され
る様々な必要資源の重
複を除き、①外部供給
、②人的資源、③施設
・設備、④情報ｼｽﾃﾑ、
⑤建物･ｵﾌｨｽ、に分類
・整理。更に、資源間
相互、他資源との依存
性を分析。
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重要機能の内容と運営資源の発見の手法
(IDEF0法によるコンテナターミナルへの船舶の入出港業務のﾌﾟﾛｾｽ分析）

コンテナ船
の入港

A1

錨泊

A2

コンテナ埠
頭接岸

A3

接岸・荷役
ｽｹｼﾞｭｰﾙ

航路
水先案内, 
タグボート

入港許可/入港届

航路進入

回頭泊地、岸壁
タグボート
綱取り

ﾊﾞｰｽｳｨﾝﾄﾞｳｼｽ
ﾃﾑ

船舶到着

コンテナ荷
役

A4

岸壁
ｶﾞﾝﾄﾘｰ・ｸﾚｰﾝ
ﾔｰﾄﾞ･ｼｬｰｼ、
ﾔｰﾄﾞ荷役機械
荷役作業員

ﾀｰﾐﾅﾙｺﾝﾄﾛｰﾙｼｽ
ﾃﾑ

接岸許可

積み付け計画
検数・検量

離岸・出港

A5

航路、回頭泊地
岸壁、タグボート
綱取り

離岸許可
出港届

出航

錨泊指示

注: IDEF0 法は、業務プロセ

スの記述・モデル化手法の
一つ。米国オクラホマ州空
軍基地の研究チームによっ
て開発されたもの。

錨地指定

規則、基準、マニュアル等、又
はそれらに基づく指示、決定等

下流側に伝達され
る処理済みの状態
、モノ、情報等

原材料、資機材、情報、労働、
ｻｰﾋﾞｽ等

業務の上流側か
らの要請、モノ、
情報等の流れ

No.

処理の内容:

処理の主体:

制御

インプット アウトプット

処理のた
めの資源

(仕事カードを用いたｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨの記述）



運営資源の抽出作業の例
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制御に必要な資源 事業活動に直接必要な資源

A1 コンテナ船の入港 検疫済証等交付
出入国報告書提出
入港届

検疫
入管
港湾管理者、港長、
税関

コンテナ船到着
コンテナ船運航ス
ケジュール

入港 検疫職員、入管職員、港湾管理者職員
港湾EDIｼｽﾃﾑ、SeaNACCSｼｽﾃﾑ、港長職員、
税関職員、海事官署合同庁舎、電力、通信

航路、タグボート、水先案内人、ｻｰﾋﾞｽﾎﾞｰﾄ、電
力、通信、燃料油

A2 錨泊 錨地指定 港長 錨泊地への移動 再入港 港長職員、通信 錨地、ｻｰﾋﾞｽﾎﾞｰﾄ、電力、通信、燃料油

A3 コンテナ船回頭・接
岸

接岸許可 港湾管理者 回頭泊地進入 接岸 港湾管理者職員、通信、海事官署合同庁舎 回頭泊地、岸壁、ﾀｸﾞﾎﾞｰﾄ、綱取作業員，
ﾏﾘﾝﾊｳｽ、電力、通信、燃料油

A4 船内荷役 積付計画
検量・検数

ﾀｰﾐﾅﾙｵﾍﾟﾚｰﾀｰ 接岸完了・荷役準
備終了

荷役完了 ﾀｰﾐﾅﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝセンター、ﾀｰﾐﾅﾙｵﾍﾟﾚｰﾀｰ職員,
検数人、電力、通信

岸壁、ｴﾌﾟﾛﾝ・ふ頭用地、　ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ、
船内荷役ｷﾞｬﾝｸﾞ、ﾏﾘﾝﾊｳｽ、電力、通信、燃料油

A5 離岸・出港 出港許可、
出入国報告書提出
出港届

税関、
入管
港湾管理者、港長

離岸・出港準備完
了

離岸・出港 税関職員、入管職員、港湾管理者職員、
港長職員、港湾EDIｼｽﾃﾑ、SeaNACCSｼｽﾃﾑ、
海事官署合同庁舎、　 電力、通信

航路、回頭泊地、岸壁、ﾀｸﾞﾎﾞｰﾄ、
綱取作業員、ﾏﾘﾝﾊｳｽ、水先案内人、
ｻｰﾋﾞｽﾎﾞｰﾄ、　電力、通信、燃料油

入力 出力

運営資源

事業活動 制御 制御機関

１．業務フロー分析より得られる情報

①事業活動、
②制御、
③入力、
④出力、
⑤運営資源（事業活動に直接必要な資源）

２．ﾜｰｸｼｰﾄ上で発見を目指す情報

⑥制御機関、
⑦制御機関の活動に必要な資源

業務ﾌﾛｰ分析によって、Ⓐ重要機能の流れを確認、Ⓑ直接的に必要な資源を抽
出、Ⓒ間接的に必要な資源を発見。 ﾜｰｸｼｰﾄの活用→手順の「見える化」

② ⑥ ⑦
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災害時のリソース・マネジメント

コンテナ船
の入港

A1

錨泊

A2

コンテナ船
回頭・接岸

A3

コンテナ船運航
スケジュール

主航路
水先案内、
タグボート、
ｻｰﾋﾞｽﾎﾞｰﾄ、
船舶代理店、
電光表示板

無線検疫（24h前）、船舶保安情報通報
出入国報告書提出、入港届、
運航調整（大阪港入出港マニュアル）

マニフェスト提出・危険物取扱届出（注1）

航路航行

回頭泊地

岸壁、港湾保安
施設、タグボート、
綱取り

船舶到着

船内荷役

A4

岸壁･ｴﾌﾟﾛﾝ
ｶﾞﾝﾄﾘｰ・ｸﾚｰﾝ、
本船荷役担当、
GCｵﾍﾟﾚｰﾀｰ，船
内荷役作業員

接岸許可

ベイプラン
（本船揚げ・積み計画書）

離岸・出港

A5

航路、回頭泊地
岸壁、タグボート
綱取り、運航調整,
水先案内、
ｻｰﾋﾞｽﾎﾞｰﾄ
船舶代理店

出港許可、
出入国報告書提出
出港届

出港

錨泊指示

錨地指定

（荷
揚
げ
）

荷役完了

＊＊＊

（荷
積
み
）

検疫錨地
ｻｰﾋﾞｽﾎﾞｰﾄ

再入港

検疫錨地への移動

回頭泊地
進入

接岸終了

荷役準備
終了

離岸準備
終了



資源の依存性マトリクス
入出港
手続き
ｼｽﾃﾑ

NACC
S
ｼｽﾃ
ﾑ

ｵﾍﾟﾚｰ
ｼｮﾝ
ｼｽﾃﾑ

港長

事務

所

税関

事務

所

検疫

事務

所

ｵﾍﾟ
ﾚｰｼｮ
ﾝﾙｰﾑ

電力 通信 水道 燃料

油

ﾀｸﾞ乗
務員

役務
船会
社職
員

役務
船乗
務員

NACC
S
職員

ｵﾌｨｽ

機器

給油

施設

NACC
S
端末

ﾎﾟｰﾄ

ﾗｼﾞｵ

航行

管制

ｾﾝﾀｰ

港湾管理

者職員
1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

海上保安

部職員
0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

税関職員 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

入管職員 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

検疫職員 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

航行管理
ｾﾝﾀｰ職員

0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

水先案内

人
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

船舶代理

店職員
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

綱取作業

員
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀｰﾐﾅﾙｵﾍﾟ

ﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

職員
0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

船内荷役

作業員
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰ

ﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

沿岸荷役

作業員
0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾄﾗﾝｽﾃﾅｰｵ

ﾍﾟﾚ‐ﾀ‐ 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾄﾗｸﾀｰ運転

手
0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

元請港運 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｹﾞｰﾄｸﾗｰｸ 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

税関検査

施設
0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

検疫検査

入出港
手続き
ｼｽﾃﾑ

NACC
S
ｼｽﾃﾑ

ｵﾍﾟﾚｰ
ｼｮﾝ
ｼｽﾃﾑ

港長

事務

所

税関

事務

所

検疫

事務

所

ｵﾍﾟ
ﾚｰｼｮ
ﾝﾙｰ
ﾑ

電力 通信 水道 燃料

油

ﾀｸﾞ乗
務員

役務
船会
社職
員

役務
船乗
務員

NACC
S
職員

ｵﾌｨｽ

機器

給油

施設

NACC
S
端末

ﾎﾟｰﾄ

ﾗｼﾞｵ

航行

管制

ｾﾝﾀｰ

港湾管理
者職員

1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

海上保安
部職員

0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

税関職員
0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

入管職員
1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

検疫職員
1 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

航行管理
ｾﾝﾀｰ職員

1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1

水先案内
人

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 0

船舶代理
店職員

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

綱取作業
員

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾀｰﾐﾅﾙｵﾍﾟ
ﾚｰｼｮﾝｾﾝ

0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

船内荷役
作業員

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸ
ﾚｰﾝｵﾍﾟﾚｰ

0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

沿岸荷役
作業員

0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾄﾗﾝｽﾃﾅｰ
ｵﾍﾟﾚ-ﾀ-

0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾄﾗｸﾀｰ運
転手

0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

元請港運
(ターミナ

0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｹﾞｰﾄｸﾗｰｸ
0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

税関検査
施設

0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

検疫検査



港湾の重要機能の機能停止に対する受容性評価

[目標] [影響度指標] [リードタイム]

小（L） 中（M） 大（H）

一時的で回復
可能

著しい信頼性
喪失、回復困難

BCP発動　(日) 施設供用準備　
(日)

一部の貨物流
出／回復可能

大規模な移転、
回復困難

0.5 0.5

目　標 ERL
ii) 商業物流

RTO　(日) 6 42 87 BCP発動　(日) 施設供用準備　
(日)

RLO　（％） 50% 75% 100% 1 2

3日以内 1週間以内 2週間以内 1カ月以内 3ヵ月以内 6ヵ月以内  1年以内 MTPD (日) RLO（％）

L M H H H H H 7 50%

L L L M H H H 45 75%

L L L L M M H 180 75%

L L L L M H H 90 100%

注） ERL： 災害被災地に対する緊急支援物流.
   

船社の寄港停止 177

地場産業の操業停止・
移転

87

港湾機能停止の影響 RTO (日)

緊急支援輸送機能の信
頼性

6

荷主の他港への移転 42

一時的で回復
可能

長期にわたる
寄港停止、回
復困難

商業物流

地場産業の操業停止・移転
限定的で回復
可能

主要産業が悉く
移転、回復困難

中核業務名 コンテナターミナルの運営 影響
i)　緊急支援物流（ERL）

主な利害関係者
地元自治体（ERL）
船社及び主要荷主、
港湾立地企業（商業物流）

緊急支援輸送機能の信頼
性

影響は無し
／限定的

荷主の他港への移転

船社の寄港停止



リスクアセスメントとリスク対応

出典： 勝俣良介：ISO22301徹底解説，pp.185，(株)オーム社，平成24年7月

リスクの特定
（Risk Identification）

リスク分析
（Risk Analysis）

リスク評価
（Risk Evaluation）

リスクへの対応
（Risk Treatment）

インシデントの抽出、内
容の把握、脆弱性の評
価など

影響度×発生可能性か
らリスクの大きさ（ﾘｽｸﾚ
ﾍﾞﾙ）を評価

ﾘｽｸﾚﾍﾞﾙ＞ﾘｽｸ基準の
場合、要対策リ スクとし
て評価

リスク対応計画・戦略の
検討

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

港湾機能停止に
対する船社等の
受忍の度合い

事業影響度分析

重要資源の喪失
ﾘｽｸ = 港湾機能
停止ﾘｽｸ



RA（脆弱性評価）の作業シート

10

被害想定 機能喪失／低下の内容

電力 停電、津波による配電盤等の水没 供給停止

通信 電話回線混雑による通信不能 通話困難

水道 水道管破断による断水 供給停止

燃料油 津波による給油施設の損傷、軽油・C重
油供給の不足

供給量の低下

港湾管理者職員

港長職員

ﾀｰﾐﾅﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ職
員

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝｵﾍﾟﾚｰﾀｰ

ﾄﾗｸﾀｰ運転手

ﾄﾗﾝｽﾃﾅｰｵﾍﾟﾚ-ﾀ-

ｹﾞｰﾄｸﾗｰｸ

航路

回頭泊地

岸壁 岸壁構造体の変形、構造強度の低下。 船舶の接岸・停泊、荷役停止。

ｴﾌﾟﾛﾝ 地表面の不陸、陥没、舗装の構造強度の低
下。

荷役機械の走行障害及びコンテナの蔵
置不可。

ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ 脱輪、横転等にょる脚部破壊等の損傷。 ｺﾝﾃﾅ積み込・積み降ろし業不可。

ﾔｰﾄﾞ・ｼｬｰｼｰ 津波浸水による電気系統、機械部の損傷。

転 械 傷 液

ｺﾝﾃﾅ横持ち、蔵置、引き渡し作業停止。

上町断層地震：震度7,　南海トラフ
巨大地震：震度6弱、津波高さ 5m

南海トラフ巨大地震による津波高さ
5m

上町断層地震：震度7,　南海トラフ
巨大地震：震度6弱、津波高さ 5m

地震動、津波による職員及びその家族の死
傷、自宅等被害、緊急参集ﾙｰﾄにおける交
通障害。

津波による海面浮遊物や海底障害物の発
生。

緊急参集困難・遅れ、欠員の発生

大型船舶の航行障害。

平常時のリソース インシデント
港湾運営リスク

標準復旧シナリオ PRT（標準） 最悪の状況シナリオ PRT（最悪）

ﾀｰﾐﾅﾙ内送電線、配電盤の応急復旧/予備発
2

外部電源供給停止の長期化による発
電機燃料の不足。 7

電話回線、交換機、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾊﾞｰの応急復 2 通信ｻｰﾋﾞｽ途絶の長期化 7

施設内配管点検/応急修理 2 水道供給停止の長期化 7

燃料油ﾀﾝｸ、給油施設の応急復旧、給油施設 7 燃料油供給停止の長期化 14

2 7

2 7

ｵﾍﾟﾚｰﾀｰによる安否確認、勤務体制調整。
3

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ免許保持者の確保が困難
6

2
特殊技能・専門知識を有する職員の喪
失

7

3 運転手不足の長期化。 7

3 ﾄﾗﾝｽﾃﾅｰｵﾍﾟﾚ-ﾀ-不足の長期化。 7

3 ｹﾞｰﾄｸﾗｰｸ不足の長期化。 7

3 7

3 7

岸壁法線の変状確認、構造強度（杭変形、
ｸﾗｯｸ発生等）の確認、一部の床版、杭頭部
補強等

5 30

舗装強度確認。陥没、段差の応急補修等
5 30

ﾓﾊﾞｲﾙｸﾚｰﾝによる代用
3

ﾓﾊﾞｲﾙｸﾚｰﾝの確保に手間取るｹｰｽ
6

地震力による車体の変状等の確認。応急
補修。 3

津波浸水によるﾔｰﾄﾞ・ｼｬｰｼｰが冠水
し、整備を要する場合。 5

地震力による脚部の変状 電気系統の絶 損傷が著しい場合

特殊技能・専門知識を有する職員の喪
失

多数の浮遊物、大型の海底障害物が
発生。

岸壁の変形、床板破損が著しい場合

安否確認、個別連絡調整、緊急参集。

安否確認、元受港運からの連絡による作
業手配。

浮遊物確認、ﾅﾛｰﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる海底障害
物探査

リソースのレジリエンシー
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過去の災害復旧の経験
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港湾におけるリスクアセスメントの特徴

港湾BCPのRA = 資源（ﾘｿｰｽ）の
①脆弱性〔被災率〕の評価、
②復元性〔復旧期間〕の評価

資源：
①外部供給資源（港湾に供給されるモ

ノ・各種ｻｰﾋﾞｽ：電力、通信・・）
②内成資源（港湾内において確保され

る人・施設・設備、情報等）

人
的
資
源

施
設
・
設
備

情
報
シ
ス
テ
ム

・・・

外
部
供
給
資
源

資源の脆弱性・復元性情報

RA（完全情報時）

サ
ー
ビ
ス
供
給
者

(

内
容
非
開
示
）

人
的
資
源

施
設
・
設
備

情
報
シ
ス
テ
ム

・・・

外
部
供
給
資
源

資源の脆弱性・復元性情報

RA（非開示情報を含む場合）

人
的
資
源

施
設
・設
備

情
報
シ
ス
テ
ム

・・・

外
部
供
給
資
源

資源の脆弱性・復元性情報

サービス供給者のRA（非開示）

個別ｻｰﾋﾞ
ｽ供給者
のBCPの
中で検討

【ｻｰﾋﾞｽ供給者のBCP】

人
的
資
源

施
設
・設
備

情
報
シ
ス
テ
ム

・・・

外
部
供
給
資
源

資源の脆弱性・復元性情報

サービス供給者のRA（非開示）
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隘路資源の抽出とﾘｽｸ対応

能継続目標1： 発災時在港貨物の滞留解消 RTO（日）= 5.5

標準
ｼﾅﾘｵ

最悪の
ｼﾅﾘｵ

標準
ｼﾅﾘｵ

最悪の
ｼﾅﾘｵ

標準
ｼﾅﾘｵ

最悪の
ｼﾅﾘｵ

資源１ 1 10 18% 182% 45%

資源2 2 7 36% 127% 21%

資源3 2 7 36% 127% 21%

資源4 2 7 36% 127% 21%

資源5 2 15 36% 273% 63%

資源6 2 7 36% 127% 21%

資源7 2 7 36% 127% 21%

資源8 2 14 36% 255% 61%

資源9 3 15 55% 273% 63%

資源10 3 15 55% 273% 63%

資源11 5 30 91% 545% 82%

資源12 7 14 127% 255% 21% 61%

資源13 7 14 127% 255% 21% 61%

資源14 7 14 127% 255% 21% 61%

資源15 7 30 127% 545% 21% 82%

資源16 7 14 127% 255% 21% 61%

資源17 7 14 127% 255% 21% 61%

資源18 7 14 127% 255% 21% 61%

資源19 7 14 127% 255% 21% 61%

ボトルネッ
ク資源

リスク対応計画（例）

PRT* 隘路度 PRT*削減目標率

①外部供給系リソース：　バックアップ電源準備、受配電
盤等高層階移転、貯水槽・貯油層増設等

②人的資源系リソース：業務バックアップ体制、港湾相互
間の応援体制等の整備。

③施設・設備系リソース：施設・設備の耐震化・免震化の
実施、荷役機械等港間相互融通協定の締結、緊急復旧資器
材の備蓄等。

⑤建物・オフィス系リソース：建屋の耐震化・免震化、
バックアップオフィスの準備等。

④ICTシステム系リソース：サーバー等バックアップ体制

整備、緊急時の一部マニュアルオペレーション化の推進
等。
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SATREPSチリﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

ご清聴
ありがとう
ございました。


